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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年10月15日(2015.10.15)

【公開番号】特開2014-46124(P2014-46124A)
【公開日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-014
【出願番号】特願2012-193704(P2012-193704)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３１１　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３７０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月27日(2015.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＦプリパルスの印加を伴うＲＦプリパルス部と、マルチエコーシーケンスを用いて複
数のエコーを計測する本計測部と、を組み合わせたパルスシーケンスを設定するパルスシ
ーケンス設定部と、
　前記設定されたパルスシーケンスに基づいて、被検体から複数のエコーの計測を制御す
る計測制御部と、
　前記複数のエコーの各々に対応する複数の画像を再構成する画像再構成部と、
を有してなる磁気共鳴イメージング装置であって、
　前記複数のエコーの各々に対応する複数のｋ空間データ領域をメモリ内に確保するｋ空
間確保部と、
　前記複数のｋ空間データ領域を各々複数の分割領域に分割するｋ空間分割部と、
　前記複数のｋ空間データ領域の間で、前記分割領域の計測順序を異ならせるようにエン
コード順序を決定するエンコード順序決定部と、
を更に備え、
　前記パルスシーケンス設定部は、少なくとも一部の前記分割領域に充填するエコーデー
タの計測の際に、前記ＲＦプリパルス部を実行するように前記パルスシーケンスを設定し
、
　前記画像再構成部は、前記複数のｋ空間データ領域のデータをそれぞれ再構成して、前
記ＲＦプリパルスの効果が異なる複数の画像を再構成することを特徴とする磁気共鳴イメ
ージング装置。
【請求項２】
　請求項１記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記ＲＦプリパルスはＭＴＣパルスであり、
　前記ｋ空間確保部は、第１エコー用の第１ｋ空間データ領域と、第２エコー用の第２ｋ
空間データ領域を確保し、
　前記ｋ空間分割部は、各ｋ空間データ領域を、その原点を含む低周波領域と、該低周波
領域の外側の高周波領域とに分割し、
　前記エンコード順序決定部は、前記第１ｋ空間データ領域の低周波領域のエコーと前記
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第２ｋ空間データ領域の高周波領域のエコーとが同一ショットで計測され、前記第１ｋ空
間データ領域の高周波領域のエコーと前記第２ｋ空間データ領域の低周波領域のエコーと
が同一ショットで計測されるように、各エコーのエンコード情報を決定し、
　前記パルスシーケンス設定部は、前記第１ｋ空間データ領域の低周波領域に充填するエ
コーの計測時に前記ＭＴＣパルスを印加するように前記パルスシーケンスを設定すること
を特徴とする磁気共鳴イメージング装置。
【請求項３】
　請求項１記載の磁気共鳴イメージング装置において、
　前記ＲＦプリパルスはＩＲパルスであり、
　前記パルスシーケンス設定部は、前記本計測部において前記マルチエコーシーケンスを
複数回繰り返すことで、各回で計測されるマルチエコーの反転回復時間が異なるように前
記パルスシーケンスを設定し、
　前記ｋ空間確保部は、第１エコー用の第１ｋ空間データ領域と、第２エコー用の第２ｋ
空間データ領域を確保し、
　前記ｋ空間分割部は、各ｋ空間データ領域のｋｙ方向の正側及び負側の領域を、それそ
れ前記複数のエコーのエコー数と同数のセグメントに分割し、
　前記エンコード順序決定部は、前記第１ｋ空間データ領域をｋｙ方向の中心（低域）側
のセグメントから高域側のセグメントに向けて各セグメントを計測し、前記第２ｋ空間デ
ータ領域をｋｙ方向の高域側のセグメントから中心（低域）側のセグメントに向けて各セ
グメントを計測するように、各エコーのエンコード情報を決定することを特徴とする磁気
共鳴イメージング装置。
【請求項４】
　ＲＦプリパルスの印加を伴うＲＦプリパルス部と、マルチエコーシーケンスを用いて複
数のエコーを計測する本計測部と、を有してなるパルスシーケンスを設定するパルスシー
ケンスステップと、
　前記設定されたパルスシーケンスに基づいて、被検体から複数のエコーの計測を制御す
る計測ステップと、
　計測されたエコー毎の画像を再構成する画像再構成ステップと、
　を有してなる磁気共鳴イメージング装置におけるマルチエコー計測方法であって、
　前記複数のエコーの各々に対応する複数のｋ空間データ領域をメモリ内に確保するｋ空
間確保ステップと、
　前記複数のｋ空間データ領域を各々複数の分割領域に分割するｋ空間分割ステップと、
　前記複数のｋ空間データ領域の間で、前記分割領域の計測順序を異ならせるようにエン
コード順序決定ステップと、
　を更に備え、
　前記画像再構成ステップは、前記複数のｋ空間データ領域のデータをそれぞれ再構成し
て、前記ＲＦプリパルスの効果が異なる複数の画像を再構成することを特徴とするマルチ
エコー計測方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　このMRI装置は、NMR現象を利用して被検体116の断層画像を得るもので、図1に示すよう
に、ガントリ101は静磁場コイル102と、傾斜磁場コイル103と、照射コイル104と、受信コ
イル105と、を備えて構成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　演算処理部111は計測制御部112の駆動・制御と、k空間データ(k空間データ領域)113へ
のエコーデータの充填順序の決定と、受信系105で検出したエコーデータのk空間データ領
域113への保存と、k空間データ領域113を用いた画像再構成演算を行う信号処理と、操作
卓115への返信とを行う。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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